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事業実施の基本方針 

 

公益財団法人 日本習字教育財団（以下、本法人）は、「正しい美しい愛の習字」を基本

理念とし、書道教育、並びに書道文化の振興を図り、日本文化の伝承と発展に寄与するこ

とを目的とする。 

 

本法人は、体系的な教材による学習機会の提供、書道文化に関する文字や文化資料の調

査研究・公開、並びに全国の習字教室への運営支援を通して、地域コミュニティーの活性

化及び書道用具に関わる伝統産業の維持と発展に貢献し、次世代への文化継承と心豊か

な社会の実現を目指すものとする。 

 

特に、少子化や生活様式の変化により、書道及び手書き習慣の存在感が希薄化する中、

多様化する受容者層に応じた広報活動を強化し、書き初めや季節の便りといった、日常の

生活に根ざした書道の持つ魅力や価値を再認識する機会を創出する。一筆に心を込める

温かみや、筆先に意識を集中させ、心を研ぎ澄ます時間を、現代社会に不可欠な価値とし

て再提示し、書道が育む精神的豊かさに寄与していく。 
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一. 書道の通信教育及び実習指導 

１． 通信教育 

幼児から成人までを対象とした通信教育を実施し、年齢・習熟度に応じた体系

的な手本（教材）を提供する。添削指導を通じてあらゆる世代に、正しい文字・

美しい文字の習得機会を提供し、段級位認定による学習者の継続的な目標設定を

後押しして技能向上と学習意欲を喚起する。また、各種昇段試験及び免許状授与

制度を運用し、専門的な技能を備えた人材を社会に輩出することで、地域社会に

おける書道教育、並びに書道文化の振興を図る。 

（１）教材と内容 

各コース、手本（教材）及び指導者向けに学習指導書「教師月報」を配付する。

児童・生徒対象として学年別に９種類、成人（高校生を含む）対象として学習目

的別に１０種類のコースを開講する。また、機関紙「日本習字だより」と「たの

しい習字」を配付する。書写技能基礎講座（楷書編・行書編）・書道臨書講座（楷

書Ⅰ・楷書Ⅱ）は社会教育法第５１条に基づく文部科学省認定社会通信教育とし

て開講する。 

各コース、段階に応じて、字形、用筆、まとめ方等を学習する。幼児は線遊びか

らひらがなを学習、小学１年ではひらがなを主体に学習、小学２年からは漢字を

織り交ぜた課題に取り組む。また小学校高学年及び中学校段階では書写力に加

えノートや手紙など、日常生活に必要な知識を学習する。成人においては字形、

線質の多様性、書道に関する歴史的背景やその発展過程を学ぶ。 

 

（２）学習方法 

教室で指導を受ける、あるいは通信指導で学ぶいずれかのスタイルを選ぶこと

ができ、学習システムは手本（教材）の４月号から翌年３月号までの年度受講が

基本単位とする。４月号をスタートとし徐々にステップアップしていくよう、学

習課題を組む。 
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学習サイクルは、受講申込→教材配本→学習後、課題提出→添削、質問への回答

→返送を１か月サイクルで繰り返して学習する。また書写技能基礎講座、書道臨

書講座については最終課題提出時に修了試験を行う。 

  

（３）コース 

№ 通信教育の名称 期 間 

１ 日本習字幼児部 １２か月 

２ 日本習字小学１年 １２か月 

３ 日本習字小学２年 １２か月 

４ 日本習字小学３年 １２か月 

５ 日本習字小学４年 １２か月 

６ 日本習字小学５年 １２か月 

７ 日本習字小学６年 １２か月 

８ 日本習字中学１年 １２か月 

９ 日本習字中学２・３年 １２か月 

１０ 日本習字漢字部 １２か月 

１１ 日本習字かな部 １２か月 

１２ 日本習字ペン部 １２か月 

１３ 実用書道くらしの書 １２か月 

１４ 日本習字臨書部 １２か月 

１５ 書写技能基礎講座［楷書編］（文部科学省認定） ６か月 

１６ 書写技能基礎講座［行書編］（文部科学省認定） ６か月 

１７ 書道臨書講座【楷書Ⅰ】（文部科学省認定） ５か月 

１８ 書道臨書講座【楷書Ⅱ】（文部科学省認定) ４～１２か月 

１９ 書道臨書講座【隷書】 ３～６か月 

 

（４）副教材 

技能習得のための副教材として、日本習字模範揮毫ＤＶＤ（幼児・小学・中学部、

漢字部、かな部）、及び「日本習字臨書部」模範揮毫ＤＶＤを毎月発行する。ま

た、揮毫映像のオンライン配信準備を進める。日本習字漢字部条幅課題拡大手本

を年２回発行する。 
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（５）資格認定 

ア．段級位の認定 

（ア）会員の課題出品に対して各コースそれぞれの基準に従って審査し、段級 

位を認定する。 

    （イ）漢字部昇段試験を実施する。 

受験有資格者に対し、六段位、七段位、八段位の昇段試験を７月に実施す

る。 

    （ウ）臨書部昇段試験を実施する。 

受験有資格者に対し、六段位、七段位、八段位の昇段試験を７月に実施す

る。 

    （エ）生徒部八段位昇段試験を実施する。 

受験有資格者に対し、昇段試験を７月、１１月、令和８年３月に実施する。

合格者は特待生として成人対象手本も受講できる。 

イ．「くらしの書」実力の認定 

受験有資格者に対し、実力認定試験【初級】・【中級】・【上級】を４月に実施す 

る。 

（６）認定証の発行 

ア．所定の段級位合格者に対し、本人の申請により、認定証 

  を発行する。 

イ．「くらしの書」実力認定試験の合格者に対し、本人の申請 

  により、認定証を発行する。 

（７）免許状の発行 

    免許状取得資格者に対し、本人の申請により、免許状を発 

    行する。 

（８）合格証書の発行 

ア．漢字部六段位、七段位、八段位の合格者に対し、本人の 

  申請により、合格之証を発行する。 

イ．臨書部六段位、七段位、八段位の合格者に対し、本人の 

申請により、合格之証を発行する。 

（９）雅号之証の発行 

雅号を希望する者に対し、雅号之証を発行する。 

（１０）表彰 

文部科学大臣表彰［文部科学省認定社会通信教育修了者表彰］（主催＝文部科学
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省・一般財団法人社会通信教育協会）において、通信教育受講者の中から特に優

秀な成績の者を表彰する。 

 

２．実習指導 

本法人の研修施設及び全国各地において講座を開催する。習熟度を高められる

環境を整え、対面指導ならではの細やかな指導を通じて技能向上を図るとともに、

受講者同士の交流を促進し、学ぶ喜びや意欲を高める。（延べ開催回数：６９８回、

延べ受講者数目標：７，０５０人）。 

 

（１）研修所（東京・福岡・沖縄） 

「漢字」「条幅」「臨書」「かな」の各講座は基本コースと応用コースを通年で開 

催する。そのほか、学校教育に対応できる「書写と書道講座」、書の醍醐味を体 

感する講座「全紙に挑戦」、作品づくりの要点を学ぶ「観梅展作品制作講座」、短 

期間集中型の「秋のスクーリング」などを開催する。 

（２）各地講習会 

全国各地で学習目的に応じた講座「習字教室開設研修会」「課題学習会」「漢字部 

昇段試験対策講座」「観梅展作品制作講座」などを開催する（オンライン開催含 

む延べ２９４回）。また、自宅で昇段試験の学習に取り組める通信型講座「漢字 

部昇段試験サポート通信講座」を新設する。 

 

３．教室開設促進 

地域社会における書道学習の機会を維持・拡大するため、習字教室の開設を希

望する指導者の育成と支援を行う。 
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教室の指導者の魅力や日本習字のサポート体制などを具体的に伝える説明会、

開設に必要な運営に関する知識や生徒の指導方法、添削方法といった実践学習を

通した指導者としての活動を紹介する研修会を実施する。また、Ｗｅｂ広告等を

展開し、書道の継承を担う新たな指導者層の確保と養成に注力する。 

 

４．教室への新入会者並びに教室の学習活動支援 

新入会者の募集に向けた施策を講じ、学習機会の提供と書道の裾野拡大を推進

する。 

（１）「日本習字 教室入会キャンペーン」 

経済的負担を軽減する書道用具の進呈や募集ツールの提供など、習字教室への

入会を推進するキャンペーンを実施し、書道学習を開始しやすい環境を整える。 

期間： 令和８年１月６日～令和８年９月２０日 

目標： 新入会４０，９４０人 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教室向け幼児教材の普及促進 

日本習字幼児部のほか、「えんぴつクラブ」「はじめて Labo」を活用した幼児指

導を提案する。文字を書く姿勢、鉛筆の持ち方など、習字の指導者だからでき

る幼児向けの指導を提案し、継続的な書道学習へつなげるための活動を行う。 

（３）「教室作品展」開催 

各教室が日頃の学習成果を社会に発表する場として、「教室作品展」の開催を推

進し、地域に根差した文化活動を支援する。作品発表を通じて生徒の達成感を高

めるとともに、地域へ書道の魅力を発信する。また、地域社会における交流の輪

を広げる。 

（４）新教材の制作と普及促進 

論語をはじめとする中国古典を題材とした新教材を制作し、これに伴う普及促

進を行う。 
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５．書道用具の頒布 

会員が習字教室での指導や通信教育を通じて着実に技能を高められるよう、学

習に適した良質な書道用具を提供し、最適な学習環境を維持・提供する。頒布を

通じて日本の伝統ある製筆・製墨・製紙技術の需要を生み出し、伝統産業の技術

継承、持続的な発展に寄与する。また、会員が学習目的に合わせて活用できるよ

う、オンラインショップ、用具図書案内及びカタログで広く紹介する。 

 

 

 

 

 

 

（１）選定品の頒布 

書道の技能向上を目的とした各コースの学習において、課題の履修のために欠

くことのできない書道用具（筆・紙・墨・硯等）及び硬筆用具（鉛筆・ペン・用

紙等）を選定品と定め、規格指定の品を製造依頼し頒布する。 

（２）推奨品の頒布 

選定品以外に会員から斡旋要望があった用具、または書道作品制作及び書道学

習に必要となる用具を推奨品として頒布する。 

（３）頒布会品の頒布 

年３回実施する特別頒布会において斡旋する用具を頒布会品と定め、文化祭・ 

教室での作品展向けの額・掛軸・色紙等、展示用品を頒布する。その他、指導者

と生徒のコミュニケーション、生徒同士の親睦の機会となる教室イベントで活

用する書道用品などを頒布する。 

 

６．Ｗｅｂサイトの運用 

（１）日本習字公式Ｗｅｂサイト 

本法人の理念や活動を広く公開し、全国の習

字教室検索や受講案内、各種問い合わせに適

切に対応する窓口として運用する。ＳＮＳや

Ｗｅｂメディアを効果的に活用し、書道に関

心を持つ層へ幅広く情報を届け、書道の社会

的認知度の向上と受講層の拡大を推進する。 【公式Ｗｅｂサイト】 
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（２）日本習字会員向けサイト 

日本習字会員を対象とした専用サイトを運

用し、指導者向けには教室運営に役立つ情報

を、会員には学びに役立つ情報を発信する。

各種申し込みや作品の出品状況も専用サイ

トから確認することができる。その他に用

具・図書の申し込みを受け付けるオンライン

ショップを運用する。 

 

７．習字の日 

日本習字制定の記念日「習字の日（１１月２日 いい（１１）もじ（２）の語呂合わせ）」

に関連して、「手書き文字」のよさや重要性を伝え、その文化を広めるための各種

企画を実施する。 

（１）「手紙をかこう」ツールの配付 

手紙やはがきで思いを伝えるツールを習字教室はじめ広く配付

し、文字を書くことの楽しさや、手書きの文字ならではの良さを再

認識してもらう機会を広く提供する。 

（２）書道イベントへの協賛 

書道の未来を担う若者を応援するため、全国高等学校書道パフォーマンス選手

権大会（８月２日開催）へ協賛する。 

 

８．展覧会の後援及び書道展の支援 

書道の裾野を広げ、地域社会における文

化活動を活性化するため、諸団体が主催す

る展覧会等に対し、積極的な協力を行う。

九州矯正管区文芸作品コンクールをはじ

めとする各種書道展において、後援や審

査、運営支援等を実施し、書を通じた地域

文化の向上を図る。 

 

９．文化講演会の開催 

書道や教育に関する講演会を１１月１日に東京で開催する。 

 

【会員向けサイト】 
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10．書道のユネスコ無形文化遺産登録に向けた関連企画 

書道がユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の無形文化遺産に提案されてい

ることもあり、日本の伝統文化としての書道の魅力を本法人の事業を通して広く

発信する。 

 

11．「書道」の魅力訴求と価値発信 

これまで書道に接点のない層に重きを置いて、幅広い年代に対して「現代にお

ける、書道の価値とは何か？」を問いかけ、毛筆で書くことを通じて、その答え

を導き出していくプロジェクトを実施する。一年を通じて、「書道」の価値の再定

義、浸透を図る社会的プロモーション活動を展開し、習字・書道への興味喚起や

価値共感をつくりあげていく。 

 

二. 書道に関する展覧会の開催 

日頃の鍛錬の成果を社会に披露する機会として、公募展覧会及び書き初め大会を開

催する。書道が持つ、日本の伝統文化のすばらしさを享受する機会を広く提供して、学

習意欲の向上を図る。 

１．書道展の開催 

（１）「第２９回公募日本習字展」の開催 

書道文化、書道教育の振興を図ることを目的に、広く一般から毛筆作品・硬筆作

品を公募し、Ｗｅｂ展等において優秀作品を展示発表する。秀作者は表彰式を開

催して表彰する。 

ア．募集期間    ８月１日～９月１５日 

イ．出品料（税込み）幼児、小学・中学・高校生     ７００円 

  成人（大学生含）         １，４００円 

ウ．応募見込点数  ６５，０００点 

エ．審査      日本習字展審査委員会 

オ．展覧会     Ｗｅｂ展 

カ．表彰式     ３会場 ※いずれも令和９年 
 

開催日 会場名 会場（開催地） 

２月７日 京都 ロームシアター京都（京都市） 

２月２１日 東京 有楽町朝日ホール（千代田区） 

３月７日 福岡 福岡国際会議場（福岡市） 
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【Ｗｅｂ展】 

 

 

 

 

 

（２）「第１４回観梅展」の開催 

成人会員・高校生及び特待生会員を対象に自己研鑽の発表の場として作品を募

集し、地区展覧会において優秀作品を展示発表する。 

ア．募集方法    指導者・会員に募集要項等を配付するとともに、機関紙、

Ｗｅｂサイト等に開催告知を掲載する。 

イ．募集期間    ８月１日～１０月１５日 

ウ．出品料     半切・茶掛      ５，０００円 

全紙・連落・全懐紙  ６，０００円 

※高校生・特待生会員は半額、表装料は別途必要 

エ．募集見込点数  ３，０００点 

オ．審査      観梅展審査委員会 

カ．地区展覧会   ５会場 ※いずれも令和９年 
 

開催日 展名 会場（開催地） 

３月２１日 東京展 国際ファッションセンターKFC Hall（墨田区） 

３月２８日 京都展 京都市勧業館（京都市） 

（未定） 札幌展 札幌市民ギャラリー 

（未定） 福岡展 ＦＦＢホール（福岡市） 

（未定） 沖縄展 沖縄書道会館 

 

２．書き初め大会の開催 

（１）「第２７回日本習字全国書き初め大会」の開催 
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書を学ぶ児童・生徒、成人が一堂に会し、日頃の練習・鍛錬の成果を発揮し、そ

の技能を競うとともに、技量面・精神面の向上、成長を図ることを目的に開催する。

また、福岡会場はオンラインで国内外をつなぎ開催する。 

ア．募集方法        全国の教室に募集要項を配付するとともに開催告知を機 

関紙に掲載する。 

イ．開催日・会場  ６会場 ※いずれも令和９年  
 

開催日 大会名 会場（開催地） 

１月 ８日 札幌大会 厚別区体育館（札幌市） 

１月１０日 神戸大会 神戸常盤アリーナ（神戸市） 

１月１１日 
福岡大会 

オンライン 

福岡国際センター（福岡市） 

※オンライン同時開催 

１月１１日 沖縄大会 沖縄市体育館（沖縄市） 

１月（未定） 東京大会 （未定） 

１月（未定） 愛知大会 （未定） 

 

ウ．参加料（税込み）小学生～高校生 １，０００円、成人 ２，０００円 

エ．参加者見込数  ２，１００人                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

オ．審査      日本習字全国書き初め大会審査委員会 

カ．作品発表    優秀な作品を機関紙、Ｗｅｂサイト等で発表する。 

 

三. 書道に関する機関誌その他の出版物の発行 

学習効果を高めるため補助教材として出版物を発行する。主な出版物は次のとおり。 

（１）「漢字部昇段試験受験ガイド」 

（２）「生徒部八段位受験ガイド」 

（３）「日本習字漢字練習帳」 

（４）「だいすき！ひらがな」 

「ひらがな練習帳（五十音）・（ことば）」 

（５）「えんぴつクラブ」 

（６）「はじめて Labo」 

 

四. 文字資料その他文化資料の調査研究と展示公開 

本法人が所蔵する文字資料及び文化資料を次世代へ継承するため、専門的な調査研

究を継続的に実施するとともに、企画展や特別展の開催を通じて、書道の学術的価値と

魅力を広く社会に発信する。 
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１．書道文化に関する調査研究 

博物館観峰館の収蔵資料などを調査研究する。 

（１）館蔵中国書画等に関して他館・大学等の研究機関と連携し共同研究を行う。

（２）収蔵資料のデータベース化を継続する。 

 

２．中国を中心とする書画資料その他文化資料の展示公開 

博物館観峰館の収蔵資料などは、館内展示室での展示のほか、博物館公式Ｗｅｂサ

イト（バーチャル観峰館等）を活用して展示公開する。 

 

 

 

 

 

（１）常設展示 

書の歴史と硯、「避暑山荘」再現展示、著名石碑の復元展示、原田観峰の書、西

洋アンティーク。 ３月１７日～１１月３０日 

（２）企画展示 

ア．春季企画展「人物と書－翰墨の縁をたどる－」 

３月１７日～６月７日 

イ．夏季企画展「夏休み子ども博物館」（仮） 

６月２７日～８月３０日 

ウ．秋季企画展「大画面山水」（仮） 

  ９月１２日～１１月３０日 

エ. バーチャル観峰館の公開（春・夏・秋・休館中） 

オ．書院展示室でのギャラリー展示・施設貸与による展示 

（３）館外展示・展示資料の貸出 

博物館・関連機関などからの要請に応じ、収蔵資料の館外展示・貸出を行う。 
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３．教育・文化施設の運営 

博物館観峰館の運営並びに各種体験学習教室、博物館イベントを開催する。博物

館公式ＷｅｂサイトやＳＮＳを運用し、情報発信や広報を行う。 

（１）概要 

ア．開館日数  １９５日 

イ．休館日   毎週月曜日(祝日の場合は翌日)、展示替え期間、１２月１日～ 

 令和９年３月１９日（かきぞめ関連行事・施設貸与期間は開館） 

ウ．開館時間  午前９時３０分 ～ 午後４時 

エ．入館料   一般１，０００円、高校・学生８００円、小・中学生無料 

※特別企画展などの入館料は別途設定 

オ．入館無料日 こどもの日、関西文化の日等 

（２）書道に関する体験学習教室の開催 

瓦当拓本教室／石碑採拓教室（随時開催）／各種講座 

（３）各種イベントの開催 

ア．ギャラリートーク、土曜講座、オルゴール鑑賞会など 

を開催する。 

イ. 第３１回観峰館かきぞめ大会 

（４）博物館学芸員実習生の受け入れ（８月上旬 定員６名） 

（５）地域の教育機関と連携した学習機会の提供と博物館での 

授業の受け入れ 

（６）文化行事や作品展・教育活動等への施設貸与 

（７）社会教育事業として教育機関等への出講 

 

五. 書道に関する教育・研究機関への助成 

未来を担う書道・習字の指導者を育成するという思いのもと、学習意欲が高く、学

業・人物ともに優秀かつ健康な学生であって、経済的な理由により修学が困難と認めら

れる学生に対して奨学助成を目的とした奨学金制度創設の検討を継続して行う。 

 

六. その他本法人の目的を達成するために必要な事業 

当該年度は計画なし 

 

 

 


